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本
書
は
、
上
代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
文
学
の
流
れ
を
、
九
人
の
執
筆

者
ー
1
久
保
田
（
上
代
・
中
世
・
近
世
）
、
猪
狩
友
一
（
近
代
）
、
伊
藤
玉

美
（
中
古
・
中
世
）
、
久
富
木
原
玲
（
中
古
・
中
世
）
、
鈴
木
健
一
（
近

世
）
、
鈴
木
武
晴
（
上
代
）
、
谷
知
子
（
中
古
・
中
世
）
、
堀
川
貴
司
（
中

古
・
中
世
）
、
山
下
真
史
（
近
代
）
1
が
分
担
執
筆
し
、
年
表
お
よ
び

人
名
、
作
品
名
、
事
項
・
用
語
別
索
引
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
作
品
の
例
示
が
具
体
的
か
つ
適
切
で
あ
る
点
、
説
話
や
軍
記
物
語
を
説

明
す

る
際
に
芥
川
龍
之
介
、
谷
崎
潤
一
郎
、
小
林
秀
雄
ら
近
代
の
文
学
者

に

も
言
及
す
る
な
ど
、
時
代
を
隔
て
た
繋
が
り
へ
の
配
慮
が
行
き
届
い
て

い

る
点
、
初
歩
的
基
本
的
な
事
柄
は
も
と
よ
り
最
新
の
研
究
成
果
も
踏
ま

え
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
、
本
書
は
文
学
史
の
テ
キ
ス
ト
に
望
ま
れ
る
条
件

を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
本
書
を
従
来
の
類
書
か
ら
際

立

た
せ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
大
き
な
思
考
の
枠
組
み
を

提
起
し
、
個
々
の
文
学
史
的
事
実
を
そ
の
視
野
の
広
が
り
の
中
で
有
機
的

に

捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

「
結
婚
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
光
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
古
事
記
」

と
『
萬
葉
集
』
と
の
緊
密
な
連
関
を
考
察
し
て
い
る
こ
と
や
、
は
じ
め
に

「
和
歌
・
俳
諸
と
漢
詩
と
い
う
和
漢
の
対
立
・
混
渚
と
、
和
歌
・
漢
詩
と

俳
諮
・
狂
歌
・
狂
詩
、
さ
ら
に
川
柳
と
い
う
雅
俗
の
対
立
・
混
渚
と
い
う

x
y
軸
の
立
体
的
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
総
体
と
し
て
の
近
世
詩
」
と
．

い
っ

た
大
ま
か
な
見
取
図
を
提
示
し
て
か
ら
近
世
詩
歌
の
具
体
相
に
立
ち

入
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
と
り
わ
け
目
を
引
く
の
は
、

日
本
の
近
代
に
は
ど
の
よ
う
な
特
質
が
あ
る
か
？
　
日
本
人
の
〈
私
〉
の

構
造

は
い
か
な
る
も
の
か
？
　
と
い
う
問
い
に
特
別
に
一
章
を
割
い
た
上

で
、
「
近
代
文
学
に
お
け
る
表
現
の
変
遷
と
〈
私
〉
の
位
相
に
焦
点
を
し

ぼ
っ

て

文
学
史
の
流
れ
」
を
追
っ
た
近
代
文
学
史
の
記
述
（
猪
狩
・
山
下

の

共
同
執
筆
）
だ
ろ
う
。

　
事
実
を
図
式
的
に
整
理
し
た
だ
け
の
文
学
史
に
は
、
私
た
ち
は
飽
き
飽

き
し
て
い
る
。
論
者
独
自
の
思
考
の
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
り
、

そ
の
枠
組
み
の
有
効
性
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
か
に
多
く
の
事
実
の
意
味

が
浮
彫
り
に
な
る
か
、
ど
れ
だ
け
斬
新
な
視
点
を
提
起
し
う
る
か
に
よ
っ

て

測
ら
れ
る
。
「
近
代
の
〈
私
〉
」
な
る
も
の
を
、
「
〈
個
V
と
し
て
の

〈
私
〉
」
と
「
共
生
す
る
〈
私
〉
」
と
い
う
二
つ
の
〈
私
〉
の
緊
張
関
係
の

上
に

成
立
す

る
も
の
と
考
え
る
本
書
の
近
代
文
学
史
の
枠
組
み
は
、
心
境

小
説
の
本
質
を
「
〈
個
〉
の
表
現
を
透
徹
さ
せ
て
ゆ
く
と
、
〈
個
〉
は
そ
れ
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を
支
え
る
共
生
す
る
〈
私
〉
へ
と
回
帰
し
、
結
果
と
し
て
〈
個
〉
を
超
え

た
世
界
が
表
現
さ
れ
る
」
と
い
う
事
態
に
見
出
し
、
自
由
律
俳
句
を
「
本

来
俳
句
が
も
っ
て
い
た
独
自
の
精
神
が
、
近
代
の
〈
私
〉
に
よ
っ
て
純
化

さ
れ
た
表
現
」
と
位
置
づ
け
る
な
ど
、
随
所
に
注
目
す
べ
き
考
察
を
提
示

し
て
い
る
。
本
書
に
は
、
独
自
の
見
解
を
大
胆
に
打
ち
出
す
際
の
、
思
考
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の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
如
実
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
楽
し
み
も
あ
り
、

文
学
史
の
講
義
用
テ
キ
ス
ト
と
い
う
範
囲
を
超
え
た
関
心
に
も
、
充
分
応

え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
．
（
平
成
八
年
四
月
二
十
五
日
刊
　
A
5
版
　
三
九
一
頁
　
お
う
ふ
う
）
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